ふたりごと、ひとつ
作　山本大・梅丘中学校演劇部
原作　宮沢賢治「銀河鉄道の夜」
出演
女の子１

女の子２

探す人

捕る人

考える人１

考える人２

考える人３

アンサンブル


１


夜の駅ホーム


手を繋いで立っている２人


ホームには入線アナウンスが流れている
女の子１
痛いかな
女の子２
辛いかな
女の子１
怖いかな
女の子２
悲しむかな
女の子１
いや　悲しみはしないでしょ
女の子２
誰も
女の子１
誰も
女の子２
そんなことは　ないと思うけど
女の子１
それでも　別にいいかな
女の子２
本当に
女の子１
うん　もうなんか　いいかなって
女の子２
諦めちゃうの
女の子１
そういうわけじゃないけど
女の子２
そこに　あるかも知れないのに
女の子１
でも　どこにもないかも知れないでしょう
女の子２
でも　わからないじゃない
女の子１
わからないことに　期待するのもね
女の子２
それで　いいの
女の子１
自分だけでいろいろ考えるの　疲れちゃった
女の子２
そんなに
女の子１
ホントは　そこまでじゃないかも知れないけど
女の子２
じゃあ
女の子１
でもいいの　わたし１人消えたって　ね
女の子２
違うよ
女の子１
なにが
女の子２
１人じゃないよ
女の子１
１人だよ
女の子２
ひとりぼっちになんて　させないよ
女の子１
やさしいんだね
女の子２
見つけよう　一緒に


迫ってくる電車の音


手を繋いだまま線路に飛び込む二人


響く警笛とブレーキ音


２


倒れている二人


横には何かを探している様子の人
女の子１
イタタ……
女の子２
大丈夫
女の子１
うん　とりあえず大丈夫　いったい
探す人
あー　動かない　動かない
女の子１
え　あ　ごめんなさい
探す人
動くならね　そうだな　そこから　こう行って　そっちを回って　それでこっちに
女の子２
あ　じゃあ　行こ
女の子１
うん


周りに気をつけながら、指示されたとおりに


移動する二人
女の子１
何をしてるの
探す人
探しているんだけどねえ
女の子２
何を
探す人
何だったかなあ
女の子１
え
探す人
壊れやすくて　見つけにくいものをね
女の子１
わりとあるね　そういうの
女の子２
コンタクトとかね
女の子１
スマホも意外と壊れるね
女の子２
あるね　着替えの中に埋もれてるの踏んで　バキッ　とか
女の子１
それで　結局何を探してるの
探す人
覚えていないんだよ　でもね　見つけなきゃいけないんだよ
女の子１
いや　無理でしょ　何探してるわからなきゃ
探す人
そう思うよねえ
女の子１
いや　そう思うよねえ　じゃなくて
女の子２
あてもなく　探してるんだ
探す人
あー　でもね　見つければ　ああ　これをずっと探していたんだ　って絶対わかる　そんな気がするんだよね
女の子２
それにしたって　何かもわからず探しものなんて
探す人
さっき　君がいたのがあのへんだろ　あそこはまだだけどね　ここからこっちは探してみたんだよ　多分ね　そろそろ見つかると思うんだ
女の子１
いやいやいやいや　まず何を探してるのか思い出そうよ
探す人
まあ　そりゃそうなんだけどねえ
女の子１
いや　そうなんだけどねえ　じゃなくて　ちゃんと探さなきゃダメでしょ　何してんの
女の子２
ちょっと　そんな怒らなくても
女の子１
あ　ご　ごめんなさい
探す人
あー　いいよいいよ　あなたの方が正しいと思うし
女の子２
本当に　なにも思い出せないのかな
女の子１
何も思い出せないなんて　おかしくない
探す人
思い出す　ね　そもそも私は知っているのかな　それを
女の子１
ますます意味分かんない
女の子２
いや　だから怒らないでって
女の子１
だっておかしいでしょ　何を探しているかもわからない　そもそも　知らないものかもしれないって　からかってるとしか思えない
探す人
いや　からかってるわけじゃないよ　わからないし知らないんだけど　　そうだな　多分誰もが持ってるもの　誰もが探してるものだと思うんだよ　だから　見つけさえすれば　きっと全部そこから分かるんじゃないかなって　こう　なんだろう　直感というか
女の子１
効率悪い　意味わかんない　たぶん頭悪い
女の子２
言い方ってものがあるでしょ
探す人
あなたにはないかな　そんな探しもの
女の子１
物はよく無くすけど　そんな探し方しないもの
探す人
そもそも　なんでここにいるんだい　君は
女の子１
え　あ　ん
女の子２
わたしたちも　探しもの
女の子１
いつの間にか　ここにいたというか　あれ　覚えてない
探す人
人のことをアレだけ言っておいて
女の子１
あれ　え　あ　ごめんなさい　なんでここにいるんだろう
女の子２
　探しもの　わたしたちも
女の子１
え　でも　わからない
探す人
ハッキリはしていないなら　ここに来た理由を探してみたらいいんじゃないかな
女の子１
理由を探す
探す人
そうそう　そこらを歩きまわってみればいい　いろんな人がいるし　話をしていくうちに　それこそ思い出すかも知れない
女の子２
ここに来た　理由
女の子１
見つけたほうがいいのかな　それ
探す人
あなたにとっては　頭が悪い作業かも知れないけどね
女の子１
あー　根に持ってる　本当にごめんなさい　わたし　つい　思ったことを口走っちゃうくせがあって
女の子２
全然フォローになってないよ　その発言
女の子１
はっ
探す人
気難しい人もいるから　言葉には気をつける必要ありかな
女の子１
き　気をつけます
女の子２
き　気をつけさせます
探す人
じゃあ　また会えたらどこかで
女の子２
あ　はい
女の子１
さよならー


探す人、さっき自分が示した導線をたどりながら


去っていく
女の子１
行っちゃった
女の子２
理由を　探す
女の子１
なんていうの　ブーメラン
女の子２
自分で言ったことが　自分に返ってきたね
女の子１
あてのない探しものなんて　やりたくないなあ
女の子２
でも　ほかにやることはないでしょう
女の子１
とりあえず　話を聞けそうな人を探してみますか


３


立っている二人のほうに、捕る人が近づいてくる


二人が移動したのか、捕る人が移動してきたのかは


わからない


捕る人は虫取り網を手に、それを振っている
捕る人
いやあ　これがなかなか　ほ　は　よ
女の子２
あれは　いったいなにをしてるんだろうね
女の子１
こわあ　危なくない
女の子２
また　聞こえちゃうから
女の子１
あ　しまった
女の子２
まあ　話しかけてみようよ
女の子１
アレに　いやだなあ
女の子２
そう言わずに
女の子１
はいはーい　と　あのお
捕る人
は　あー　はいはいはい　え　あ　はい
女の子１
うわあ
女の子２
いや　だから
女の子１
いやでも　絶対ダメなアレでしょ　話しかけちゃ
女の子２
そんなこと言ってたら　なにも思い出せないよ
女の子１
うう　あのお　なにをされてるんですか
捕る人
え　あ　はい　あ　ええ　まあ　あの　捕まえようと思ってですね
女の子２
捕まえる
女の子１
いったいなにを
捕る人
まあなんというか　ええ　まあ　いやはや
女の子２
網を持ってるし　虫かな
女の子１
虫って　あの足が六本生えてて　ゴニョゴニョーって動く
捕る人
いやいやいや　なかなか素早いやつで
女の子２
何もいないように見えるけどね
女の子１
大丈夫かな　見えないモノが見えちゃう系の人かな
女の子２
まあ　その危険性は出てきたね
女の子１
やっぱり話しかけちゃダメだったんじゃ
捕る人
あー　ちょっと動かない
女の子１
ひ
捕る人
息も止めて
女の子１
……
捕る人
そうそう　そのままですよ　そのまま　そう　よっ


思い切り網を振り下ろす捕る人


その網は女の子１の頭にかぶさる
女の子１
ぶわっ
女の子２
おふぅ
捕る人
あー　残念　また取り逃がしたみたいです　いやあ　ホントこれがなんとも
女の子１
いや　報告はいいから　早くこれを外してよ
女の子２
いや　なかなか似合ってるんじゃないかな
女の子１
うっさい
捕る人
いやあ　はい　これがこう　なかなか絡んでまして　ええ　あー　はい　取れました
女の子１
もう　レディの頭になんてものをかぶせてくれるのよ　バカなの
女の子２
レディはそんなに口悪くない
女の子１
うっさい
女の子２
いやだから
捕る人
いやはや　すいません　すいません　すいません　や　今度こそはと思ったんですが
女の子１
いったいどんな虫を捕まえようって言うのよ
捕る人
いや　へ　ははあ　や　虫ではないんですよ　なんとかこれで捕まえられないかとは思ったんですが　そもそもこれで捕まえられるのか
女の子２
なんかさっきと似たパターン
女の子１
なんでこうボンヤリした人ばっかりなわけ
捕る人
捕まえた時はね　実感があるんですよ　こう　心がほっとするような　沸き立つような　涙が出てくるようなね
女の子２
この人は　捕まえたことがあるんだね
女の子１
捕まえたのに　なにを捕まえたかわからないっておかしくない　やっぱり　見えないモノが見えちゃう系なんじゃ
捕る人
捕まえるというか　飛び込んでくる感じではあるのですが　いや　やっぱり捕まえているのかな
女の子２
手にした実感はあるんだ
女の子１
でも　むちゃくちゃに網を振り回してもしょうがないでしょ　それじゃ
捕る人
それでもね　何かせずには　いられないんですよ
女の子１
さっきの人も　そんな感じだった
捕る人
ああ　ああ　ああ　ほかにもいらっしゃるんですね　そりゃね　そうなると思いますよ
女の子２
形がなくて　捕まえることができて　向こうから飛び込んでくることもある
女の子１
トビウオ
女の子２
は
女の子１
トビウオってさ　向こうから船に飛び込んでくるらしいよ
女の子２
トビウオは形があるけどね
女の子１
しまった
女の子２
いや　わかってて言ったでしょ　生き物の話じゃないんじゃない
女の子１
え　だって捕まえるんでしょ
女の子２
喩え話なんじゃないかな　さっきの人も　この人も
女の子１
それは喩え話失敗だよね　わかりづらくなってるし
女の子２
まあまあ　きっと何かもっと違うもの　ものというか　違うことの話を　してるんだと思う
女の子１
もの　じゃなくて　こと
捕る人
はあ　ええ　まあ　はい　人によって違うのでしょうね　色も　形も　匂いも　手触りも
女の子２
人によって違う　手にした実感はある　飛び込んでくる
女の子１
さっきの人は　誰もが探してる　誰もが持ってる　って言ってた　でも　ものじゃない
捕る人
そうですね　大小を問わねば　そこらじゅうにあるんです　でもね　人それぞれなんですよ　誰かにとってのそれが　誰もにとってのそれとは限らない
女の子１
正直に言っていい
女の子２
はい　どうぞ
女の子１
頭が痛くなってきた
女の子２
同感
女の子１
考えるのをやめたい
女の子２
そうは言っても　考えないわけにはいかないんだよ
女の子１
考えるのやだなあ　ぽんと降ってこないかなあ
捕る人
ぽん　と　降ってくることだってありますでしょうね　まさに棚からぼたもち　あー　ぼたぼた　ぼたもち　降ってこい　実際　降ってこられても　困りますけどねえ


動きながら、あるいは歌いながら去って行く捕る人
女の子２
行っちゃった
女の子１
こう　会話の成立する人はいないのかな　この辺り
女の子２
たまたま会った人が　だと思いたいね
女の子１
なんで　こんなところに来ちゃってるんだろう
女の子２
探しもの　でしょう
女の子１
え　理由を探すんでしょ
女の子２
ちがうよ　ここに来る前から　探していたんだよ　あなたは
女の子１
ここに来る前　あなたは覚えているの
女の子２
覚えてる
女の子１
じゃあ最初から教えてよ　なんでわたしはここにいるの
女の子２
あなたが探していたものも　ここにいる理由も　あなたが見つけなきゃ
女の子１
どうして
女の子２
そうじゃないと　今までと変わらないから


４


いつの間にか二人の近くに、人が三人現れている


そのうちの二人はボールを投げ合い、


一人はその様子を眺めている


狙いを外れたボールが女の子１の足元に転がる


それを拾い上げ
女の子１
投げるよー
考える人１
ありがとー
考える人２
ちゃんと受け取ってよ
考える人１
いや　投げ方が下手なんでしょ
考える人２
いや　受け取る方の問題でしょ
考える人１
投げ方
考える人２
受け取り方
考える人１
投げ方
考える人２
受け取り方
考える人３
そろそろやめておきなさい
考える人１
むー
考える人２
ところで　あなたは何をしてるの
女の子１
さっきまでここで　人と話をしていて
女の子２
すれ違わなかったかな
女の子１
見なかった　網を持った　ちょっと動きの変わった
考える人２
いた　そんな人
考える人１
いなかったと思うけど
考える人３
向こうのほうに行きましたよ　網を振りながら
考える人１
網
考える人２
網
考える人３
網
女の子１
そう　網　虫取り網　でも　虫を捕まえようとしてるわけではなくって
考える人３
ああ　なるほど　あれを捕まえようと
女の子１
あれ　じゃなくて　なんなの　何をみんな探してるの
考える人３
あなたは探していないんですか
考える人１
そんなことないでしょう
考える人２
そんな人はいないよね
考える人１
誰だって欲しいものね
考える人２
誰だって持ってるものね
考える人３
誰だって待っているとも言えますね
女の子２
欲しい　持っている　待っている
女の子１
よくわからないクイズみたいのいいから　いったい何の話をしているのか教えてよ
考える人２
それが人にモノを尋ねる態度なわけ
女の子１
うっさい　蹴るよ
考える人２
こわー
女の子２
こらこら　暴力に訴えない
考える人１
よくない　よくないよー
女の子１
わけわからない人たちの　わけわからない話を聞かされ続けてる　私たちの身にもなってよ
考える人３
また　結構な言われようですね　ここにいるってことは　あなたも同類のはず
女の子１
誰が同類よ　わたしはいつの間にか
考える人３
いつの間にか
女の子１
いつの間にか　ここにいて　その前は　その前は
考える人２
その前は
考える人１
どこにいたのかなー
女の子１
電車　そう　電車に　乗ろうと
女の子２
乗ろうと　していた
考える人１
乗ろうと　していたのかなー
考える人２
ほんとうかなー
女の子２
ただの　帰り道のはずだった
女の子１
いつもどおり　帰るために　電車に　２人で
考える人２
２人
考える人１
１人じゃなくて
女の子１
え
女の子２
１人じゃ　ないよ
女の子１
手を繋いで　いた
考える人１
本当に
考える人２
誰と　つないでいたの
女の子２
あなたと
女の子１
あなたと
考える人１
誰のことかなー
考える人２
もしかして　見えないものが見えちゃう系の人かな
考える人１
わー　こわー
考える人２
こわー
考える人３
はい　そこまでにしましょうか　話がそれて来ましたしね
考える人１
えー
考える人２
ざーんねーん
考える人３
おもしろ半分はよくないですよ　２人とも
考える人１
はーい
考える人２
どうせそのうち　気づくことなのに
考える人３
何を探しているか　でしたね
女の子１
え　あ　はい
女の子２
そう　まずはそこから
考える人３
皆ね　それぞれに　それぞれのやり方で　それを探しているんです　あなたが会ってきた人　皆ね
女の子１
だからそれは何かって
考える人３
想像も　つきませんか
女の子２
あなたも　探していたはず
女の子１
みんなが探していた　わたしも　探していた
女の子２
見つける前に　ここに来てしまった
女の子１
わたしには　見つけられなかったもの
考える人３
わたしと　この子たちは　それを見つけて　ここにたどり着いたんです　いや　ここにたどり着いたからこそ　見つけられたのか
女の子１
なんだって言うのよ　いったい
考える人３
教えてしまっても　いいのですか
女の子１
教えて
女の子２
いいの
女の子１
だってきっと結局　見つけなきゃならないんでしょう
女の子２
そう　見つけなきゃ　いけない
女の子１
教えて
考える人３
それはね　幸せです
女の子１
は　幸せ
女の子２
欲しい　持っている　待っている
女の子１
いやでも　あっちこっち探したり　虫取り網じゃ
考える人３
幸せは人それぞれ　ですからね
考える人１
ぱーん　ってやって捕まるかも知れないし
考える人２
どーん　って落ちてくるかも知れないし
女の子１
ぱーん　も　どーん　も　全然想像できないし　どんな幸せよ　それ
考える人３
それはあなたの想像力不足
女の子１
納得行かない
女の子２
でも　そういうもの
女の子１
幸せ　そんなことのために　こんなところに
考える人２
そんなこと
考える人１
こんなところ
女の子２
またそんな言い方して
女の子１
しまった　つい本音が
女の子２
余計悪いよ
考える人３
そんなこと　ですかね　幸せを見つけると言うのは
女の子１
だって　幸せなんて見つからないじゃない
考える人１
おお　いきなりちゃぶ台をひっくり返す発言
考える人２
怖いもの知らずか　バカか　どっちかね
女の子１
うっさい　やっぱ蹴るよ
女の子２
やめなさいって言うのに
考える人３
見つからない　という根拠はあるのですか
女の子１
だってわたし　幸せだなんて思ったことないもの
女の子２
そんなことはないでしょ
女の子１
そりゃ　美味しいもの食べたりとか　好きな人に会えたりとか　あるよ　ハッピーだなって時は
考える人２
あるんじゃない
女の子１
あるけど　それはなんていうか　ハッピーとか　ラッキーであって　幸せとは　違う気がする
女の子２
それは　小さな幸せなんだよ
考える人１
十分過ぎる幸せだと思うけどなあ
女の子１
そうなのかも知れないけど　どうしても思えない　だって
考える人３
だって
女の子１
幸せって　もっとスペシャルで　すっごいものであって欲しいじゃない　そうじゃなくっちゃ　嫌なことや　辛いことを　忘れさせてくれないじゃない
考える人３
そういうものこそが　あなたの幸せだと
女の子１
はっきりとは言えないけど　でも　幸せって言うからには　それくらいであって欲しい
考える人３
あなたにとっての幸せの形ですからね　そこに異論の挟みようはない
女の子２
でも　本当にそうかな
考える人３
でもね　それ以外の幸せの可能性は　ありませんか
考える人１
別にお一人様一つの限定品じゃないからね
考える人２
可能性は無限大　って話よね
考える人３
まあ　増やせ　という話でもありませんけどね
女の子１
そんなこと　考えたことなかった
考える人３
仮に増えたとして　幸せを　幸せのキッカケをいくつも持つことは　別に悪いことではないでしょう
女の子１
でも　それはなんか　欲張りな感じ
考える人１
謙虚さを出してきたね
考える人２
今さら印象よくならないけどね
考える人１
暴力女だしね
考える人２
ゴリラ女だね
考える人１
ウッホウッホだね
考える人２
ウッホッホだね
女の子２
この人たちも大概だな
女の子１
じゃあ　参考までに聞かせてよ　あなた達の幸せはなんなの
考える人１
楽しい瞬間があって　それがたくさん積み重なっていく　そんなのが　幸せなんじゃないかな
考える人２
楽しいだけじゃないよ　大変なことや　辛いこともあったし　でも　それを乗り越えた時って　幸せだったりするし
考える人１
失敗だってあるし　でも失敗は成功の元だし　そんな感じでやってきたから
考える人２
だから　結局　幸せだなって
考える人１
まあ　悪くない人生だったなって思えてるから　幸せだよね
女の子２
人生　だった
女の子１
あなたの　幸せは
考える人３
あなたと似ている部分もありますね　わたしも　あまり小さな幸せには興味がなくて　理由がちょっと違いますけどね
女の子１
どんな理由なの
考える人３
わたしはね　わたしが考える最大の　いや最後の幸せにたどり着いてしまったんです　だから今となっては　ほかの幸せに興味が持てなくて
女の子２
最後の　幸せ
考える人３
幸せは厄介です　小さな幸せの積み重ねは　確かに心地よい　でも　それを繰り返していくうちに　小さな幸せでは　足らなくなってしまう　もっともっとと追い求めていき　さらなる幸せが見つかるうちはいい　でもそれが見つからなかった時の絶望　それは計り知れない
女の子１
幸せなのに　絶望してしまうの
女の子２
でも　それだけじゃないでしょう
考える人３
わたしにとっての幸せは　そういうものだったという話です　あなたも同じだと言ってるわけではありませんよ
女の子１
じゃあ　最後の幸せっていうのは
考える人３
ここに来たことです　ここより先はありませんから　追い求めることもできませんし　必要もありませんからね
女の子２
そう　わたしたちが　ここに来た理由は
女の子１
ここって　もしかして
考える人３
あなたが今想像している場所ではありませんよ
考える人１
あちらと
考える人２
こちらの　その間
考える人３
始まるも　終わるも　あなた次第です　さあ　わたしたちは行きます　もし会えれば　また


去っていく３人


残される２人


５
女の子１
あっちとこっちの　その間
女の子２
まだ　戻れるよ
女の子１
そんなところの割には　会う人会う人　みんな明るかったね
女の子２
それこそ　幸せそうだったね
女の子１
そうだね　あー　もういいかな
女の子２
え
女の子１
行っちゃおうか　あっち側　なんか　めんどくさくなっちゃった
女の子２
そんな理由で
女の子１
だって　わたし　探していたんでしょう　幸せを　幸せじゃなかったから
女の子２
そう　だね　確かに　幸せではなかった
女の子１
そうか　なんかさ　いろいろめんどくさくなっちゃったんだよ
女の子２
勉強とか　親とか　先生とか　友達とか
女の子１
めんどくさいことには　事欠かないっていうか
女の子２
思い通りにならないって　イライラするほど　こどもではなかったけど
女の子１
しょうがないって思いきれるほど　おとなにはなれなかったっていうか
女の子２
あの日は　学校で　嫌なことをいろいろ言われて
女の子１
もうなんか慣れっこだから　言い返す気もなくって
女の子２
でも　やっぱりなんか　頭にそれが残ってて
女の子１
そのことを　ずっと考えてて
女の子２
だから　あの時
女の子１
あの時　だから
女の子２
ホームに入ってくる　電車を眺めてて
女の子１
なんとなく　ただなんとなく


響く電車のブレーキ音
女の子２
それが　ここに来た理由
女の子１
そうだったね
女の子２
思い出さないほうが　良かった
女の子１
んー　でも　思い出して　ちょっとスッキリした
女の子２
で　どうするの
女の子１
どうしたら　いいんだろうね
女の子２
ここで　フラフラしてるわけにも行かないでしょ
女の子１
戻ってもなあ　って思わない
女の子２
そんなことはないよ
女の子１
戻ってもさ　別に　変わらないわけじゃない
女の子２
変えてみたらいいじゃない
女の子１
できるのかな　そんなこと
女の子２
できるよ　ここで会った人たちだって　自分でなんとかしようとして　幸せ見つけようとして　いろいろやってたじゃない
女の子１
やり方はむちゃくちゃだったけどね
女の子２
まあ　そこは否定できない
女の子１
でも　むちゃくちゃになるくらい見つけたかったんだね　幸せ
女の子２
むちゃくちゃはカッコ悪い
女の子１
そこまでは言わないけど　まあ　虫取り網とかは勘弁かな
女の子２
見つけられる気はしてきた
女の子１
あんまり　でもね
女の子２
うん
女の子１
なんかさ　信じてみれば　なんとかなるのかなーとは　思えてきた
女の子２
うん
女の子１
それとさ
女の子２
うん
女の子１
見つかるって　信じてる時間こそが　幸せなのかもなって
女の子２
そうだね　きっと
女の子１
めんどくさいけどなー　でもまあ　もうちょっと頑張ってみようか
女の子２
うん　頑張って
女の子１
一緒に頑張るんじゃないの
女の子２
ううん　今なら　今のあなたなら　１人でも大丈夫
女の子１
１人は怖いな
女の子２
１人だけど　１人じゃないよ
女の子１
でも　あなたがいなくちゃ
女の子２
一緒にいるよ　でも　あなたはあなた　あなたは１人
女の子１
そこに　いてはくれないの
女の子２
いつまでもは　いられないんだよ
女の子１
嫌だ　１人じゃ
女の子２
大丈夫だよ　信じられるんでしょ　見つかるって
女の子１
嫌だ　嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ
女の子２
泣かないで　１人だけど　一緒にいるから　忘れないで　想い出して
女の子１
なんで　そんなことを言うの
女の子２
あなたは１人　それが本当　本当のあなたなら　きっと本当の幸せもみつけられる　さあ　


６


電車の警笛、に続いて電車の通過音


誰かに手を引かれたかのような形で


女の子１が１人、へたり込んでいる
女の子１
轢かれて　ない　手を　誰かが


手をゆっくりと　下ろし


それを抱きかかえるように
女の子１
ここ　わたしは　えっと　電車に　手を繋いで　そのまま　飛び込んで
女の子１
違う　そう　人　変な人たち　たくさんの人たち　人たちに会って　話をして　考えて　一緒に考えて　わからなくて　結局　そう　結局２人で話をして　え　２人
女の子１
いない　わたし　取り残されちゃった
女の子１
違う　わたし　送り出されたんだ　背中を押してもらったんだ　もう　１人で大丈夫って
女の子１
わたしの幸せは　まだ見つかってない　でも　信じていれば　きっと見つかる　それを　あなたが信じさせてくれた　今は見えなくなってしまった　聞こえなくなってしまった　存在しなくなってしまった　でも　一緒にいる　あなたが
女の子１
あなたが繋いでくれていた　引いてくれていた　この手で　今度はわたしが　誰かの手を引こう　そして一緒に見つけよう　私の　あなたの　誰かの　私たちの　本当の幸せ
女の子１
だから　さあ　この手を


誰かに向かって差し伸べるように


空中に向かって手を伸ばす


その手が誰かの手を掴む前に


幕

